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個性豊かな作品を上演個性豊かな作品を上演

　11月２日、３日の両日、小川文化センターにおいて、全国各地で活
躍しているアマチュア劇団が集い「第23回国民文化祭・いばらき
2008演劇祭」が開催されました。
　県外から４つの劇団と小美玉市を中心とする地元市民が参加する
劇団、合わせて５つの団体が公演を行い、ミュージカルや民話劇、古
典のアレンジ劇など個性豊かな作品が上演されました。
　また、11月８日、９日の両日には、四季文化館（みの～れ）でも、
「同 いばらきビックバンドジャズフェスティバル」が開催され、全国か
ら幅広い年齢層のビックバンドが集い、熱い演奏を披露し、交流を広
めました。（７ページにも掲載）

～ 第23回国民文化祭・いばらき2008 ～～ 第23回国民文化祭・いばらき2008 ～
補助金等審議会答申
小美玉ゆめ未来芸術展を開催します
第23回 国民文化祭・いばらき2008
小美玉市民文化祭 ほか
わだい
情報ガイド
生涯学習インフォメーション
四季の歌
小美玉市の歴史を知ろう
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『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”『森は生きている』を上演する “演劇Crew Cosmo’s”
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こ
の
ほ
ど
小
美
玉
市
補
助
金
等
審
議
会
（
鶴
町
庄
二
委
員
長
）
か
ら

島
田
市
長
に
補
助
金
等
の
整
理
・
合
理
化
に
つ
い
て
の
答
申
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。  
答
申
書
は
、
市
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
た
同
審
議
会

が
、
市
単
独
補
助
事
業
1
1
7
件
に
つ
い
て
、
事
業
評
価
・
審
査
を
実

施
し
、
意
見
と
結
果
を
答
申
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。  

　

補
助
金
の
評
価
・
審
査
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
、
行
政
と
各
種
団
体
と
の
役
割
分
担
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
各
補

助
金
の
事
業
実
績
報
告
書
等
の
内
容
に
つ
い
て
精
査
さ
れ
ま
し
た
。
評

価
の
結
果
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
答
申
に
は
、
補
助

金
等
の
事
務
改
善
方
法
に
つ

い
て
も
次
の
項
目
を
遵
守
す

る
べ
き
で
あ
る
と
意
見
が
具

申
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
慶
弔
費
、
交
際
費
に
つ
い

て
は
、
公
費
補
助
金
を
充
て

る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
り
こ

の
支
出
を
禁
止
す
る
。

⑵
公
費
補
助
金
と
い
う
性
格
か
ら
視

察
研
修
費
お
よ
び
食
糧
費
に
つ
い
て

は
、
支
出
の
上
限
額
お
よ
び
補
助
総

額
に
占
め
る
割
合
の
上
限
を
補
助
交

付
要
綱
に
定
め
、
過
度
の
支
出
を
禁

止
す
る
。

⑶
実
績
報
告
書
に
は
必
ず
領
収
書
を

添
付
す
る
こ
と
。
補
助
金
交
付
団
体

が
更
に
他
団
体
（
支
部
・
下
部
団
体

を
含
む
）
に
補
助
金
を
支
出
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
他
団
体

の
実
績
報
告
書
の
同
時
提
出
を
義
務

付
け
る
。 

⑷
補
助
金
の
使
途
が
具
体
的
に
把
握

で
き
る
よ
う
実
績
報
告
書
の
様
式
を

改
正
し
た
う
え
で
、
記
入
方
法
に
つ

い
て
統
一
的
な
指
導
を
行
う
。 

⑸
補
助
期
間
は
事
業
確
立
ま
で
の
支

援
と
す
る
こ
と
か
ら
、
原
則
3
年
と

す
る
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
る
。

⑹
会
計
年
度
独
立
の
原
則
に
よ
り
、

補
助
金
等
は
そ
の
年
度
の
補
助
対
象

経
費
に
充
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
に
は
戻

入
さ
せ
る
の
を
原
則
と
す
る
。 

⑺
補
助
金
等
の
交
付
は
、
実
績
に
基

づ
き
交
付
す
る
方
法
に
変
え
る
。
概

算
交
付
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
、
補
助
金
交
付
見
込
額
の
全
額
を

交
付
す
る
こ
と
な
く
、
実
績
報
告
書

等
で
補
助
対
象
経
費
に
つ
い
て
精
査

し
た
後
に
、
精
算
交
付
す
る
。

⑻
補
助
金
交
付
団
体
の
会
計
事
務
を

行
政
が
担
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り
、

補
助
事
業
評
価
や
公
平
性
等
の
客
観

的
判
断
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
補
助
金
交
付
団
体
の
事
務

に
お
け
る
行
政
の
関
与
の
あ
り
か
た

を
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。

　

審
議
会
は
、市
長
か
ら
の
諮
問「
補

助
金
等
の
整
理
・
合
理
化
」
に
つ
い

て
、
集
中
的
に
審
議
を
重
ね
、
合
併

時
に
旧
3
町
村
時
代
の
補
助
金
制
度

を
そ
の
ま
ま
持
ち
寄
っ
た
こ
と
か
ら

不
公
平
や
非
効
率
、
合
併
効
果
と
は

言
え
な
い
不
合
理
な
補
助
事
業
の
調

整
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。 

　

 

今
後
、
自
治
基
本
条
例
の
崇
高

な
る
基
本
理
念
の
実
現
、
真
の
『
市

民
と
の
協
働
』
の
た
め
に
は
、
ま
ず

行
政
が
説
明
責
任
を
果
た
し
、
一
丸

と
な
っ
て
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

へ
挑
む
こ
と
と
市
の
計
画
と
理
念
に

基
づ
い
た
集
中
と
選
択
が
必
要
で
あ

り
、
市
の
事
業
に
つ
い
て
ウ
エ
イ
ト

付
け
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。  

　

市
は
答
申
を
尊
重
し
、
補
助
事
業

と
し
て
の
公
益
性
お
よ
び
効
果
を
検

証
し
、
市
民
の
誰
も
が
納
得
す
る
補

助
交
付
制
度
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
等
審
議
会
の
答
申

書
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

○ 

市
の
行
財
政
改
革
の
取
組
に
関
す
る

質
問
・
問
い
合
わ
せ

総
務
部
総
務
課　

行
財
政
改
革
推
進
室

☎
４
８-

１
１
１
１

内
線
１
２
８
５

E-m
ail:som

u@
city.om

itam
a.lg.jp

http://info.city.om
itam

a.lg.jp/
~gyokaku/

補助金等評価区分 件　数 （ 件 ） 金　額 （千円）

（1） 継 続 60 399,116

（2） 見直し 39 130,563

（3） 廃 止 10 1,766

（4） 費目変更 5 2,746

（5） 統 廃 3 4,137

合　　　　計 117 538,328

市
と
小
美
玉
市
建
設
業

協
会
が
災
害
時
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
!

　

10
月
29
日
、
市
役
所
に
お
い
て
市

と
小
美
玉
市
建
設
業
協
会（
内
藤
裕

二
会
長
）は
、「
災
害
時
に
お
け
る
応

急
作
業
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
震
災
、
風
水
害

な
ど
の
災
害
時
に
、
人
命
救
助
や
交

通
路
確
保
の
た
め
、
同
協
会
加
盟
56

社
が
、
障
害
物
な
ど
の
除
去
作
業
や

道
路
、
橋
梁
な
ど
の
修
復
、
応
急
作

業
な
ど
に
協
力
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

協
定
調
印
式
で
は
、
島
田
市
長
が

「
地
元
の
建
設
業
社
の
方
々
に
協
力

い
た
だ
け
る
の
は
、
市
民
の
安
全
安

心
の
た
め
に
大
変
心
強
い
こ
と
」
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
内
藤
会
長
も「
も
し
も
に
備

え
、
迅
速

か
つ
円
滑

に
協
力
で

き
る
よ
う
、

体
制
づ
く

り
を
強
化

し
て
が
ん

ば
り
た
い
」

と
話
し
、

協
定
書
に

署
名
を
行

い
ま
し
た
。

島田市長と内藤会長がしっかりと握手を交わしました

平成 20 年 12 月 11 日　広報おみたま

補
助
金
等
審
議
会
が
市
長
へ
答
申
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「
い
ま
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
一

人
ひ
と
り
!!
」い
か
に
、
住
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
、
小
美
玉
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
で
あ
る『
協
働
と
連
携
』を
目
指
し
、
主

体
的
・
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
で
き

る
市
民
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
的
に
、
お
み

た
ま
ふ
る
さ
と
塾
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
市
役
所
に
お
い
て
開
講
式
が

行
わ
れ
、こ
れ
に
続
く
第
1
回
目
の
講
話「
茨

城
空
港
整
備
の
概
要
」で
は
、
塾
生
と
講
師

の
間
で
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
来
年
3
月
ま
で
毎
月
1
回
の

ペ
ー
ス
で
塾
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
2
回

目
は「
小
美
玉
市
の
行
財
政
改
革
」と「
ま
ち

づ
く
り
組
織
支
援
事
業
」の
市
の
取
り
組
む

事
業
に
つ
い
て
、
3
回
目
以
降
は
、
実
際
に

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
活
動
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
を
講
師
に
、
講
話
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

3
月
の
閉

講
式
で
は
、

市
外
の
ま
ち

づ
く
り
活
動

家
を
講
師
に

迎
え
て
、
一

般
公
開
で
開

催
し
ま
す
の

で
、
興
味
を

お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ

い
。

　

平
成
22
年
3
月
に
開
港
す
る
茨
城

空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
安
全

祈
願
祭
が
11
月
14
日
、
与
沢
地
内
の

ビ
ル
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
は
、
建
築
主
の
坂
入
県

開
発
公
社
理
事
長
が「
ほ
か
の
空
港

に
比
べ
て
使
い
や
す
い
ビ
ル
に
な
っ

て
い
る
、
多
く
の
就
航
に
期
待
し
て

い
る
」と
あ
い
さ
つ
し
、
来
賓
と
し

て
橋
本
県
知
事
、桜
井
県
議
会
議
長
、

島
田
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
設
計
・

工
事
関
係
者
と
と
も
に
工
事
の
安
全

を
祈
り
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
一
般
公
募
の
14
名

の
参
加
に
よ
り
、
茨
城
空
港
の
駐

機
場（
エ
プ
ロ
ン
）と
茨
城
空
港
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備
が
進

む
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
工

事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区

周
辺
で
国
土
交
通
省
の
担
当
官
か

ら
茨
城
空
港
整
備
の
進
捗
状
況
や

エ
プ
ロ
ン
地
区
の
整
備
概
要
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
後
、
エ
プ
ロ
ン

地
区
で
大
型
の
機
械
に
よ
っ
て
施

工
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
の
現
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸

線
の
工
事
現
場
で
は
、
ネ
ク
ス
コ

担
当
者
に
よ
る
高
速
道
路
の
整
備

状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
見
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
を
見
学
で
き
て
よ

か
っ
た
。

茨
城
空

港
か
ら

旅
行
に

行
っ
て

み
た
い
」

と
の
声

が
寄
せ

ら
れ
ま

し
た
。

ス
フ
ァ
ル
ト
の
感
触
を
確
か
め
た
り
、

周
り
の
風
景
を
眺
め
た
り
、
思
い
思

い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
た
。
こ
の

企
画
は
、
茨
城
空
港
の
認
知
度
と
利

用
機
運
を
高
め
よ
う
と
茨
城
空
港
利

用
促
進
等
協
議
会
が
開
催
し
た
も
の

で
、
こ
の
日
参
加
し
た
方
々
は
、「
こ

の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
は
、
二
度
と
な

い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
歩
き

た
い
」、「
空
港
が
完
成
し
た
ら
、
近

い
の
で
こ
こ
か
ら
旅
行
に
行
っ
て
み

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
者
に
は
、地
元
特
産
の
の
む
ヨ
ー

グ
ル
ト
が
配
ら
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
新
滑
走
路
は
照
明
等

の
付
帯
工
事
を
12
月
末
に
終
え
、
来

年
1
月
に
は
百
里
基
地
で
現
在
使
用

し
て
い
る
滑
走
路
の
強
度
を
高
め
る

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

11
月
23
日
、
平
成
22
年
3
月
に
開

港
す
る
茨
城
空
港
の
新
滑
走
路
が
ほ

ぼ
完
成
し
、
そ
の
新
し
い
滑
走
路
を

歩
く「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
」（
茨
城
空

港
利
用
促
進
等
協
議
会
主
催
）が
開

催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
6
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
協
議
会
副
会
長
の

島
田
市
長
が
、「
今
日
は
、
滑
走
路

を
実
際
に
歩
け
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
。

楽
し
ん
で
、
い
い
思
い
出
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、
午
前

10
時
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
滑
走
路
は
、
全
長
2
，7
0
0

メ
ー
ト
ル
、
幅
45
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

そ
の
半
分
の
距
離
を
参
加
者
は
、
ア

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
、
鉄
骨
2
階

（
一
部
3
階
）建
て
で
、
延
べ
床
面
積

は
、
約
7
8
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
。

1
階
に
は
国
内
・
国
際
線
の
出
発
・

到
着
ロ
ビ
ー
の
ほ
か
、
出
入
国
手
続

き（
税
関
、
入
国
、
検
疫
）施
設
、
手

荷
物
受
取
所
、
売
店（
免
税
店
）な
ど

が
配
置
さ
れ
ま
す
。
2
階
は
、
送
迎

デ
ッ
キ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
、
県

の
P
R
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
、
事
務

室
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
来
年
12
月
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

茨
城
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

来
年
12
月
完
成
を
目
指
し
て
、工
事
の
安
全
祈
願

鍬
くわ

入れを行い、工事の安全を祈願する、
（手前から）坂入県開発公社理事長、橋本県知事、額賀代議士、島田市長

広報おみたま　平成 20 年 12 月 11 日

お
み
た
ま
ふ
る
さ
と
塾
が

開
講
し
ま
し
た
!

11
月
の
茨
城
空
港

見
学
会

茨
城
空
港
の
新
滑
走
路
を
歩
く

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
」を
開
催
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去
る
、
5
月
31
日
に
永
眠
さ
れ

ま
し
た
元
玉
里
村
議
会
議
員
、
故 

大
槻　

男
さ
ん（
上
高
崎
）が
、
旭

日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
島
田
市

長
か
ら
ご
家
族
に
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
槻
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
3
月

に
旧
玉
里
村
議
会
議
員
に
初
当
選

以
来
、
連
続
3
期
12
年
の
長
き
に

わ
た
り
在
職
し
、
こ
の
間
、
総
務

常
任
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
村

の
円
滑
な
行
政
運
営
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

◆
叙
勲

　

旭
日
単
光
章
（
故
）大
槻　

男
さ
ん（
上
高
崎
）

　

ま
た
、
社
会
教
育
や
老
人
福
祉

の
重
要
性
を
唱
え
、
そ
の
環
境
整

備
に
努
め
、
地
方
自
治
振
興
と
旧

玉
里
村
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
、
9
月
11
日
に
永
眠
さ
れ

ま
し
た
元
美
野
里
町
議
会
議
長
、

故 

大
和
田
三
五
郎
さ
ん（
小
岩
戸
）

が
、
従
六
位
に
叙
さ
れ
、
島
田
市

長
に
よ
り
ご
家
族
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
和
田
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
4

月
に
旧
堅
倉
村
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
、
連
続
5
期
18
年
の
長
き

に
わ
た
り
在
職
し
、
こ
の
間
、
議

長
、建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

東
茨
城
郡
町
村
議
会
議
長
会
会

長
、
監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
の
要
職
を
歴
任
し
、
行

政
・
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め

る
と
と
も
に
、
村（
町
）の
産
業
の

発
展
、
教
育
、
文
化
、
保
健
福
祉

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
多
年
に
わ
た
る
功
績
が
認

め
ら
れ
、
平
成
5
年
11
月
に
勲
五

等
瑞
宝
章
を
受
章
、
さ
ら
に
今
回

の
叙
位
と
な
り
ま
し
た
。

◆
叙
位従六

位　
（
故
）大
和
田
三
五
郎
さ
ん（
小
岩
戸
）

◆
秋
の
叙
勲

　

瑞
宝
中
綬
章

　
　

 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
名
誉
教
授

　
　
　

菊
池 

健
さ
ん（
小
川
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）

　

菊
池
さ
ん
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物

理
学
研
究
所
の
創
設
に
携
わ
れ
、
日

本
で
最
初
の
大
型
加
速
器
施
設
で
あ

る
1
2
0
億
電
子
ボ
ル
ト
陽
子
シ
ン

ク
ロ
ト
ロ
ン
や
ト
リ
ス
タ
ン
の
建
設

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
の
立
案

段
階
か
ら
完
成
後
の
運
用
ま
で
常
に

主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
物
理
学
分
野
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
池
さ
ん
は
、
こ
の
た
び
の
受
章

に「
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
の
発
展

に
お
役
に
立
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
先
輩
、
後
輩
、
皆
様
の
お
か
げ

で
受
章
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

瑞
宝
単
光
章

元
小
川
町
消
防
団
本
部
員（
分
団
長
格
）

　
　

田
山
仙
市
さ
ん（
前
原
）

　

田
山
さ
ん
は
、
戦
時
中
の
昭
和
18

年
3
月
に
白
河
村
警
防
団（
当
時
）に

入
団
し
、
消
防
要
員
が
不
足
し
て
い

る
中
、
入
団
当
初
か
ら
率
先
し
て
消

防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

38
年
の
長
き
に
わ
た
り
郷
土
を
災
害

か
ら
守
る
消
防
人
と
し
て
活
躍
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
当
時
は
機

械
器
具
や
水
利
の
整
備
が
不
十
分
で

あ
っ
た
た
め
、
小
川
町
消
防
団
本
部

員
に
就
任
す
る
と
消
防
水
利
の
確
保

に
奔
走
し
、
現
在
の
充
実
し
た
施
設

整
備
の
実
現
に
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
山
さ
ん
は
、
こ
の
た
び
の
受
章

に「
感
激
の
極
み
で
す
。
今
後
は
、
一

層
精
進
し
、
ご
芳
情
に
報
い
た
い
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
法
務
大
臣
表
彰

　

保
護
司 

藤
枝
義
博
さ
ん（
花
野
井
）

　

10
月
21
日
、
石
岡
市
民
会
館
に
お

い
て
、
第
47
回
茨
城
県
更
生
保
護
大

会
が
開
催
さ
れ
、
藤
枝
さ
ん
は
、
そ

の
中
で
特
に
功
労
が
あ
る
方
々
に
贈

ら
れ
る
法
務
大
臣
表
彰
に
輝
き
ま
し

た
。

　

藤
枝
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
11
月
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
長
年
に
わ
た
り

保
護
司
と
し
て
犯
罪
の
防
止
と
更
生

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

■
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

　

10
月
18
日
の「
統
計
の
日
」を
記

念
し
、
農
林
水
産
統
計
調
査
に
長
年

に
わ
た
り
協
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
次
の
方
が
た
に
農
林
水

産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

農
業
経
営
統
計
調
査
は
、
農
家
の

経
営
及
び
生
産
費
の
実
績
を
明
ら
か

に
し
、
農
業
行
政
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
調

査
結
果
は
農
林
水
産
省
が
実
施
す
る

各
種
農
業
施
策
の
た
め
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
永
年
協
力
者

　

・
小
勝 

昇
さ
ん（
部
室
）

　
　

協
力
年
数
15
年

　

・
代
々
木
喜
孝
さ
ん（
山
野
）

　
　

協
力
年
数
10
年

　

・
島
田
理
一
さ
ん（
金
谷
久
保
）

　
　

協
力
年
数
5
年
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　小美玉市茨城空港利用促進協議会は、このたび募集した小美玉
市「茨城空港キャラクター」の名称（グループ名）を応募総数 126
作品の中から「スカイスリー」決定しました。
　11 月 28 日、市役所において表彰式が行われ、最優秀賞に選
ばれた江原好夫さん（67 歳）へ、飯島利武会長と島田市長から賞
状と記念品が手渡されました。
　同協議会では、「スカイスリー」が、飛躍する茨城空港と小美玉
市の青空を連想させるとともに、地元から情報発信する際に有用
なスピード感溢れる伝達を発揮できるキャラクター名称であるこ
とから選考しました。
　受賞者の江原さんは、「空港の空からイメージして考えました。
茨城空港から九州旅行に行っ
てみたいと思います」と話し
ていました。
　今後、「スカイスリー」は、
茨城空港の広報活動で活躍し
ますので、どうぞ可愛がって
ください。

　小美玉市茨城空港利用促進協議会では、2010 年３月開港予定の茨城空港の利用促進と知名度アップを目的
に、市内小学校５・６年生に描いていただいた絵画を「茨城空港プレ開港記念 第 1 回小美玉ゆめ未来芸術展」
として開催し、表彰式と作品の展示を行います。
　小美玉で育ち学び、無限の可能性を秘めた子どもた
ちによる茨城空港から未来へ羽ばたく夢を描いた作品
総数 892 作品の力作をぜひご覧ください !
　４名の著名なグラフィックデザイナーの方々が全作
品を審査し、入賞作品には審査員の意見が添えられて
います。また、併せて審査員の方々の作品も展示します。

展　　示　　　１月 18 日（日）～ 24 日（土）
　　　　　　　午前９時～午後９時
　　　　　　　 ただし、初日は、午後 2 時 30 分から。

最終日は、午後 3 時まで。
入賞者表彰式　1 月 18 日（日）　午後 1 時 30 分
会　　場　　　展　示：四季文化館（みの～れ）風のホール
　　　　　　　表彰式：四季文化館（みの～れ）森のホール
主　　催　　　小美玉市茨城空港利用促進協議会  
問い合わせ　　小美玉市茨城空港利用促進協議会事務局
　　　　　　　（小美玉市役所空港対策課内）
　　　　　　　　☎４８－１１１１　内線 1172・1173
　　　　　　　   FAX４８－１１９９

（左から）飯島会長、江原好夫さん、島田市長

「第1回 小美玉ゆめ未来芸術展」「第1回 小美玉ゆめ未来芸術展」をを開催します！開催します！「第1回 小美玉ゆめ未来芸術展」を開催します！「第1回 小美玉ゆめ未来芸術展」を開催します！

広報おみたま　平成 20 年 12 月 11 日

小美玉市
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国（防衛省）は、飛行場周辺で航空機騒音が特に著しいと認められた区域を対象に、その区域の指定
以前に所在する建物等の区域外への移転補償や、土地の買入れを行っております。下図の移転補

償対象区域に該当し、移転補償を希望する方は、下記の問い合わせ先までお電話ください。

　※ 土地の形状が袋地状等であった場合は、移転補償や土地の買入れが出来ない場合があります。また、
移転補償の実施時期は移転補償希望の届け出順となります。

記

　　　昭和42年３月31日以前に所在する建物・工作物・立木竹等および宅地・農地・ 雑種地等
　　　昭和56年10月31日以前に所在する建物・工作物・立木竹等および宅地・農地・ 雑種地等
　　　昭和42年３月31日以前に所在する建物・工作物・立木竹等および宅地・宅地に付帯する農地等
　　　昭和56年10月31日以前に所在する建物・工作物・立木竹等および宅地・宅地に付帯する農地等

【移転希望の問い合わせ先】
　①北関東防衛局企画部住宅防音課移転措置第一係
　　所在地　埼玉県さいたま市中央区新都心２－１ さいたま新都心合同庁舎 2 号館
　　　　　　☎０４８－６００－１８００  内線 2398・2393
　②北関東防衛局百里防衛事務所業務課
　　所在地　茨城県小美玉市小川１８５３－２　☎５８－２２２０

航空機騒音に伴う移転補償について

平成 20 年 12 月 11 日　広報おみたま
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▲JAZZFES.SHOP（ホワイエにて） ▲JAZZ CAFE（風の広場にて） ▲おやこDEジャズ

▲石神小学校 Little Blue Stars（東海村）

▲Sound Gazette（つくば市）

水戸工業高校 BLUE BEGINNERS

▲

▲IBARAKI SUPER BIGBAND

▲初日の公演を終えて 「演劇 Crew Cosmo's」の皆さん ▲おもてなしコーナー

▲ティーンズミュージカルSAGA（佐賀県）▲みやしろ演劇パーティ（埼玉県）

「第23回国民文化祭・いばらき2008」（11月1日～9日）
（11月２～３日：演劇祭、11月８～９日：いばらきビッグバンドジャズフェスティバル）

　いばらきビッグバンドジャズフェスティバルは、全国を代表するアマチュアバンド 14 団体（学生 6 団体、
社会人 8 団体）が結集し、迫力あるステージを創りました。詰め掛けたファンは、ホール一杯に響くジャズの音色に合
わせて、手拍子や体を揺らし、熱心に聴き入っていました。
　また、スペシャルプログラムとして、県内社会人バンドで「いばらきスーパービッグバンド」を編成し、見事な演奏
で会場を盛り上げました。今回も、市民ボランティアがスタッフとして運営に参加し、陰でこの国民文化祭を支えてく
れました。

　演劇祭では、佐賀県、埼玉県、鳥取県、東京都からアマチュア演劇団体の出場があり、各劇団の個性溢れる演劇が
披露されました。小美玉市の劇団「演劇 Crew Cosmo's」も茨城県の代表として 2 日間 2 公演を行い、5 月から練習を積
み重ねてきた『森は生きている』をみごとに上演し、客席からは惜しみない拍手が送られていました。

広報おみたま　平成 20 年 12 月 11 日



文
化
・
芸
術
の
祭
典

◆小川文化センター、やすらぎの里小川会場〈11月22日～24日〉

◆四季文化館（みの～れ）、四季健康館会場〈11月14日～24日〉

オカリナコンサートオカリナコンサート

コーラスコーラス

園児発表園児発表
菊花展菊花展

囲碁大会囲碁大会小中学生作品展小中学生作品展
編み物▶
ファッションショー
編み物▶
ファッションショー

▲
古
賀
シ
ュ
ウ
の
も
の
ま
ね
ス
テ
ー
ジ

▲
▶

お
い
し
い
、楽
し
い
が
い
っ
ぱ
い
!!

ス
テ
ー
ジ
で
は
、よ
さ
こ
い
や

太
鼓
、吹
奏
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▶
祝
上
棟
も
ち
ま
き
大
会

▲ひょうたん
　作品
▲ひょうたん
　作品

あい染めあい染め

防災フェアー防災フェアー

プリザーブドフラワープリザーブドフラワー

中学生作品（絵画模写）中学生作品（絵画模写）
手　話

アクリルタワシの普及宣伝

小美玉の自然展手作り布ぞうり

園児合唱

まねだ聖子ショー

手打ちそばづくり

▲
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
の

　

高
所
作
業
車
試
乗

▲

手
作
り
バ
タ
ー
教
室

大抽選会

生け花

フォークダンス

お茶席体験お茶席体験
洋　裁洋　裁

コーラスコーラス

三曲演奏三曲演奏

　

11
月
14
日
か
ら
24
日
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
、
市
内
３
会
場
で「
第
３
回
小
美
玉
市

民
文
化
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
園
児
、
児
童
生
徒
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
延
べ
約

６
，９
０
０
人
の
作
品
展
示
や
舞
台
発
表
が
行
な
わ
れ
、
来
場
者
は
約
１
４
，５
０
０
人

を
数
え
ま
し
た
。

　

各
会
場
に
は
、絵
画
、書
道
、写
真
な
ど
の
美
術
展
を
は
じ
め
、生
け
花
、陶
芸
、編
み
物
、

皮
工
芸
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
た
く
さ
ん
の
力
作
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
合
唱
や
民
謡
、

舞
踊
、
太
極
拳
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど
の
舞
台
発
表
や
消
費
生
活
展
な
ど
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
文
化
・
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

8平成 20 年 12 月 11 日　広報おみたま



◆生涯学習センター コスモス、玉里民家園会場〈11月14日～16日〉

小美玉市産業祭
〈10月26日、玉里運動公園にて〉

秋の商工フェスティバル2008
〈11月24日、小川総合支所〉

オカリナコンサート

コーラス

園児発表
菊花展

囲碁大会小中学生作品展
編み物▶
ファッションショー

▲
古
賀
シ
ュ
ウ
の
も
の
ま
ね
ス
テ
ー
ジ

▲
古
賀
シ
ュ
ウ
の
も
の
ま
ね
ス
テ
ー
ジ

▲
▶

お
い
し
い
、楽
し
い
が
い
っ
ぱ
い
!!

ス
テ
ー
ジ
で
は
、よ
さ
こ
い
や

太
鼓
、吹
奏
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲
▶

お
い
し
い
、楽
し
い
が
い
っ
ぱ
い
!!

ス
テ
ー
ジ
で
は
、よ
さ
こ
い
や

太
鼓
、吹
奏
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▶
祝
上
棟
も
ち
ま
き
大
会

▶
祝
上
棟
も
ち
ま
き
大
会

▲ひょうたん
　作品

あい染め

防災フェアー

プリザーブドフラワー

中学生作品（絵画模写）
手　話手　話

アクリルタワシの普及宣伝アクリルタワシの普及宣伝

小美玉の自然展小美玉の自然展手作り布ぞうり手作り布ぞうり

園児合唱園児合唱

まねだ聖子ショーまねだ聖子ショー

手打ちそばづくり手打ちそばづくり

▲
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
の

　

高
所
作
業
車
試
乗

▲
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
の

　

高
所
作
業
車
試
乗

▲

手
作
り
バ
タ
ー
教
室

▲

手
作
り
バ
タ
ー
教
室

大抽選会大抽選会

生け花生け花

フォークダンスフォークダンス

お茶席体験
洋　裁

コーラス

三曲演奏

9 広報おみたま　平成 20 年 12 月 11 日



10

　

　11月 12日、玉里東小学校で学校安全ボランティア「東っ
子守り隊」の発足会・研修会が行われ、保護者や地域住民の
協力者26名が、石岡警察署生活安全課の鈴木係長と同警察署
スクールサポーターの内田康喜さんと小美玉市スクールガー
ドリーダーの小貫巳二男さんを講師に招き、研修会を行いま
した。
　これまでは、警察署関係者や地区防犯連絡員協議会、交通
安全協会玉里支部の方々により地域の防犯パトロールや立哨
指導が行われ、子どもたちも安全に過ごすことができました。
しかし、全国的には子どもの命を軽視した事件が引き続き起

間近で聞く落語は、迫力満点!

きており、一見、犯罪と無縁に見えるのどかな地域であっ
ても、学校と保護者、地域住民が一体になって防犯活動
を継続的に行うことが求められています。研修会では、
石岡警察署管内で起こった不審者情報等の話を聞き、護
身術なども学びました。
　学校からの呼びかけに、今年新たに協力を申し出たご
夫妻は、「ここの子どもたちは、とってもよくあいさつを
してくれるんです
よ。子育てを終え
てから、このよう
な形で、地域の子
どもたちを見守る
ことができてうれ
しいです」と優し
い眼差しで話して
くれました。

　11 月 2 日、与沢総合
運動公園で小美玉リトル
リーグ結成 30周年記念
大会が開催され、近隣か
ら 8 チームを招待して
熱戦が繰り広げられまし
た。
　開会式には、島田市長、
三輪教育長が出席し、招

待チームの歓迎と激励のあいさつがありました。
　試合は、Ａ、Ｂ2つのブロックで行われ、小美玉リトルリー
グは、Ａブロックで優勝しました。また、最優秀選手賞には、
選手宣誓をした猪野敬一郎さんが選ばれました。
　小美玉リトルリーグは、30年前に地域の子どもたちに「友情・
勇気・努力」の精神を養成することを目的に結成され、修了生
はこれまでに約300
名になります。リト
ルリーグの運営は全
てボランティアで行
われ、世界大会への
出場を目標として、
日ごろから練習に励
んでいます。

　11月 17日から21日にかけて毎夕午後5時から、
しみじみの家で「うさぎまつり2008 トーローまつ
り」（ＮＰＯ法人玉里しみじみの村主催）が開催され
ました。
　期間中は、小美玉市出身のきりえ作家・滝平二郎
画伯の作品をもとにした「きりえトーロー」が展示
され、ほのぼのとした灯りの中でさまざまな催しや
交流が行われました。
　初日は、函館から落語家・東家夢助師匠をお招き
し、お茶を飲みながらの落語を堪能しました。また、
前座では、常陸大宮市の今泉紳太郎氏による「地唄
三味線」と「小唄」が披露されました。訪れた方々
への温かいおもてなしを通じて、主催者も「まちの
魅力PRに一役買うことができたのでは」と語って
いました。

対面式にて

護身術を学ぶ東っ子守り隊の皆さん

▲

小美玉リトルリーグ

平成 20 年 12 月 11 日　広報おみたま
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　10 月 25 日、クレハプラスチックス株式会社の社員
121 名（研修生 21 名を含む）が、「第 12 回霞ヶ浦クリー
ンウォーキング」活動を実施しました。
　同社では、ISO14001 で定めた環境方針に基づく「地
域社会との共生」活動の推進、レスポンシブル・ケア活
動の推進を目的に、2002 年からこの活動を年 2 回（春、
秋）実施し、小美玉市で働く地域社会の一員として、ま
た地球環境の改善を願う企業市民の一人として周辺環
境の美化や緑化活動に積極的に取り組んでいます。霞ヶ
浦クリーンウォーキングを毎年続けて実施したことによ
り、この活動が地域に理解され、年々ゴミの量が減って
きているそうです。
　また、この日は、ベトナムからの研修生も参加し、お
揃いの汗拭き用カラータオルを肩に掛け、社員の方々と
コミュニケーションをとりながら、道端に落ちている空
き缶などのゴミを袋いっぱい拾い集めました。クリーン
ウォーキングを通して研修生たちは、「（ベトナムに）帰っ
たら、ゴミ拾いを実施したい」と話していました。

　11 月 14 日、小川文
化センター大ホールに
おいて、来春、小美玉
市内の小学校で新一年
生となる 483 名と保護
者を招待して、七つの
祝い記念式典が開催さ
れました。

　式典では、島田市長がお祝いのことばを述べた後、記
念品のランドセルが代表園児 2 名に手渡されました。
　式典終了後は、記念行事
として「ブレーメンの音楽
隊」の着ぐるみショーが行
われ、園児らはステージいっ
ぱいに繰り広げられるおも
しろい物語に大喜びでした。

※レスポンシブル・ケア活動（RC活動）とは、製品の全ライフサ
イクルにわたって「安全・環境・健康・品質」を確保し、対話を通
じて社会からの信頼を深めていく、事業者による自主的活動です。

　さわやかな野田をつくる会による三世代ウォーキング
大会が 11 月 9 日、石岡市染谷の「風土記の丘」で開催
されました。
　当日は、寒くもなく暑くもなく軽い運動には最適な天
気に恵まれました。約80名の参加者は気持ちよくウォー
キングをしました。おいしいおにぎりと豚汁にみんなで
舌鼓を打ち、楽しい一日を過ごしました。

〒311-3414　茨城県小美玉市外之内３９８番地の１
☎0299-54-0009　http://www.meiwagijutsu.com/

明和技術コンサルタンツ
代表取締役　戸　塚　一　夫

建設コンサルタント
株式
会社

建設コンサルタント 建20第7923号
一 級 建 築 士 事 務 所  第Ａ 3 2 7 7 号
測 量 業  第 4 － 1 8 1 2 4 号
補償コンサルタント 補20第3413号

　市内産の農産物に
こだわった新商品開
発を行っている美野
里ふるさと食品公社
が、10 月 26 日、 玉
里運動公園で行われ
た第 3 回小美玉市産
業祭の会場で、「小美

玉ブランド」として新たに開発した 6 種類 11 商品を販
売しました。
　新商品は、市内産の鶏卵や生乳、イチゴのほか、普
及を進めているブルーベリーを使ったプリンやジェラー
ト、ジャム、フルーツソースなどで、100 パーセント
小美玉産を使用しています。高級感のあるパッケージは、
市内在住の藤代範雄氏のデザインで、各商品の統一感を
持たせたラベルを使用しています。
　同公社では、独自に開発し好評をはくしているのむ
ヨーグルト「ヨーグルメ」（ブルーベリー・ストロベリー）
を土台に、新たな商品開発を試み、2010 年 3 月予定の
茨城空港開港を契機に、産業の活性化を図りたいとして
います。

広報おみたま　平成 20 年 12 月 11 日
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本
年
5
月
よ
り
、
区
長
、
住
宅
管
理
者

の
方
々
を
通
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
一
般
社
資
は
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ

り
5
4
3
万
5
，5
9
8
円
と
な
り
ま
し

た
。（
平
成
20
年
11
月
25
日
現
在
）

　

こ
の
資
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支

部
を
通
し
て
、
国
の
内
外
に
お
け
る
日
本
赤

十
字
社
の
活
動（
災
害
時
の
救
助
活
動
・
救

援
物
資
の
備
蓄
・
血
液
事
業
・
救
急
法
の
講

習
会
の
開
催
・
乳
児
院
の
運
営
等
）の
資
金

と
し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

                 
  

日
本
赤
十
字
社
小
美
玉
市
地
区
長

島
田 

穣
一

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
生
活

環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
生
ご
み
処

理
機
等
の
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
へ
、
そ
の
購
入
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
が
無
く
な
り
次
第
受
付
を
終

了
し
ま
す
の
で
、
購
入
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。
た
だ

し
、
法
人
は
除
き
ま
す
。

●
補
助
額

●
補
助
金
交
付
の
対
象
及
び
注
意
事
項

1
） 

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
有
効
容
量

が
1
0
0
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の

2
） 

生
ご
み
処
理
機
は
屋
内
設
置
が

可
能
な
も
の

3
） 

材
質
が
耐
水
性
及
び
耐
久
性
を

備
え
た
も
の

4
） 

臭
気
等
の
発
散
及
び
雨
水
等
の

流
入
を
防
止
す
る
た
め
の
ふ
た

を
備
え
た
も
の

5
） 
補
助
の
範
囲
は
、
1
世
帯
当
た

り
1
基
を
限
度
と
し
ま
す

〈
手
続
き
の
流
れ
〉

1
． 

交
付
申
請（
所
定
の
申
請
用
紙

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
　

※ 

申
請
時
に
、
購
入
内
容
及
び

容
量
等
が
確
認
で
き
る
書
類

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、見
積
書
な
ど
）

2
． 

交
付
決
定
の
通
知（
市
役
所
か

ら
申
請
者
へ
の
通
知
）

3
． 

実
績
報
告（
生
ご
み
処
理
機
等

を
購
入
後
、
所
定
の
報
告
用
紙

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
提
出
時
に
領
収
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。

4
． 

補
助
金
の
支
払
い（
実
績
報
告

書
の
審
査
後
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。）

申
問
市
民
生
活
部 

環
境
課

　

☎
4
8-

1
1
1
1

　
　

内
線
1
1
4
4
・
1
1
4
5

文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

小美玉市江戸165-3  ☎0299（48）2568
健康増進・メタボ対策にもどうぞ

社交ダンス
教　室

半澤誠悦・松本悦子
　JBDFプロダンス
　インストラクター

笹 光 建 設株式会社

新築/増改築/小さなリフォームなど

〒311-3416　茨城県小美玉市与沢253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

www.sasamitu.co.jp/
検索ささみつ

種　　類 補　　助　　額

コンポスト容器

１容器につき購入価格
の３分の１（100 円未
満切捨て）とし、２,000
円を限度とします。

生ごみ処理機

１基につき購入価格の
３分の１（100 円未満
切捨て）とし、８,000
円を限度とします。

日
本
赤
十
字
社
一
般
社
資
に

  

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

　

  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
県
の
交
通
死
亡
事
故
の
状
況
を
み
ま
す

と
、
昨
年
は
1
7
8
人
の
方
が
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
48
年
ぶ
り
に
1
0
0
人
台
ま
で
減

少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
は
交
通
死
亡
事
故
が
多
発

し
、
死
者
数
も
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
な

ど
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

交
通
死
亡
事
故
は
、
被
害
者
や
そ
の
家
族

の
み
な
ら
ず
、
加
害
者
に
と
っ
て
も
大
き
な

悲
劇
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
遵

守
し
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
と
と

も
に
、
思
い
や
り
と
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を

持
っ
て
交
通
安
全
に
心
が
け
た
行
動
を
実
践

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

交
通
死
亡
事
故
の
根
絶
に
向
け
て
、
県
民

の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
努
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
成
20
年
11
月
27
日

茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会
長 　

　
　
　

茨
城
県
知
事　

橋
本 

昌

「
交
通
死
亡
事
故
抑
止

に
向
け
て
」

緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

社
団
法
人
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
で
は
、
茨
城
県
か
ら
の
委

託
を
受
け
、
身
体
に
障
が
い
が
あ
る

方
々
が
よ
き
配
偶
者
に
恵
ま
れ
、
幸

せ
な
結
婚
が
で
き
る
よ
う
無
料
結
婚

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

結
婚
を
希
望
す
る
身
体
障
が
い
者

や
身
体
障
が
い
者
と
の
結
婚
を
希
望

す
る
健
常
者
が
対
象
で
、
ま
ず
結
婚

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
登
録
者
を

対
象
に
集
い
や
結
婚
交
流
会
な
ど
出

会
い
の
場
を
設
け
た
り
、
あ
る
い
は

相
談
員
が
適
切
な
相
手
を
推
薦
し
、

見
合
い
、
自
由
交
際
を
経
て
婚
約
と

い
う
流
れ
で
進
め
ら
れ
、
結
婚
が
成

立
す
る
と
祝
い
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

相
談
日　

 

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
要
予
約
）

問 

社
団
法
人 

茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
結
婚
相
談
所

　
（ 

水
戸
市
千
波
町
1
9
1
8

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
2
階
）

　

☎
0
2
9-

2
4
3-

7
0
1
0

　

℻  
0
2
9-

2
4
3-

7
4
9
0

　

 http
:w

w
w
2
.o

d
n
.n

e
.jp

/
iba_sinshoukyou/

生
ゴ
ミ
処
理
機
等
設
置
の

補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

「
身
体
障
が
い
者
の
た
め
の

無
料
結
婚
相
談
」登
録
者
募
集
!



初詣  ・  厄除祈願  ・  諸願成就

素鵞神社
そ が じん じゃ

元気の神さま
小美玉市小川鎮座

☎0299（58）0846
お や し ろ

年末年始のごみ収集年末年始のごみ収集年末年始のごみ収集年末年始のごみ収集

　12月31日（水）から平成21年1月4日（日）までごみ収集は休みに
なります。この期間中、ごみを集積所へ出すと集積所周辺の方々に
大変ご迷惑となります。皆さまのご理解ご協力をお願いします。

★霞台厚生施設組合環境センターへの自己搬入停止のお知らせ
　周辺道路及び施設の混雑等のため、自己搬入（一般家庭及
び施設使用許可のされていない企業・事業者）の受入れは、
12月26日（金）までです。年明けの受入れは、1月5日（月)から
になります。午前8時30分から午後4時30分まで。（11時45分
から午後1時は除く）受付は有料です。
○自己搬入停止期間　12月29日（月）～平成21年1月4日（日）

【問い合わせ】
環境課　☎４８－１１１１　内線1144・1145

　霞台厚生施設組合環境センター　☎２６－０２４６

　茨城美野里環境組合クリーンセンター　☎４８－１５７１

※その他のごみについては、12
月30日（火）まで、「平成20年度
家庭ごみ収集カレンダー」のとお
り、収集作業を行います。各ご家
庭でカレンダーをご確認のうえ、
ごみの収集にご協力ください。

※その他のごみについては、12
月30日（火）まで、「平成20年度
家庭ごみ収集計画表」のとおり、
収集作業を行います。各ご家庭
で計画表をご確認のうえ、ごみ
の収集にご協力ください。

◆小川・玉里地区の方へ

小川・玉里地区の方

美野里地区の方

〈年内最後の「燃えるごみ」収集日〉

期　　日
種　　類
対象地区

12月29日（月）
燃えるごみ
小川・玉里地区全域

期　　日
種　　類
対象地区

1月5日（月）
燃えるごみ
小川・玉里地区全域

〈収集開始日〉

　12月31日（水）から平成21年1月4日（日）までごみ収集は休みに
なります。この期間中、ごみを集積所へ出すと集積所周辺の方々に
大変ご迷惑となります。皆さまのご理解ご協力をお願いします。

★茨城美野里環境組合クリーンセンターへ自己搬入する場合
　12月30日(火)まで受付を行います。午前8時30分から午後3時まで。受付
は有料です。
※（土曜・日曜・祝日は受付しておりません。）

◆美野里地区の方へ

〈年内最後の「燃えるごみ」収集日〉

期　　日
種　　類
対象地区

12月30日（火）
燃えるごみ
美野里地区全域

期　　日
種　　類
対象地区

1月5日（月）
古紙

1月6日（火）
燃えるごみ
美野里地区全域

※平成21年1月5日
（月）からは、ごみの収
集を「平成20年度家
庭ごみ収集計画表」
のとおり行います。

〈収集開始日〉

堅倉・竹原地区
（第1月曜日の地区）

※（土曜・日曜は受付しておりません）

※平成21年1月5日（月）から
は、ごみの収集を「平成20年度
家庭ごみ収集カレンダー」のと
おり行います。

『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！
　市では、平成21年度の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見学会の参加
者を募集します。参加ご希望の方は、以下の内容をご覧のうえご応募ください。なお、参加は無料です
が、先着順ですので、定員になり次第、締め切らせていただきます。お早めのご応募をお待ちしています。

⒈開催日時等
　■開催日時　１月８日（木）午後から
　■集合場所　小美玉市役所および小川総合支所
　■出発時間　午後1時（小川総合支所は、午後1時20分）
　■見学場所　茨城空港ターミナル地区周辺
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局から
　　　　　　　　ご連絡します。
⒉定　　員
　　　　　　　30名程度
　　　　　　　＊なお、小学生以下の方は、
　　　　　　　　保護者の同伴が必要となります。
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■12月18日（木）から定員になり次第終了。
　　※募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入の
　うえ、ファックスまたは電子メール等でお申込みくださ
　い。申込みは先着順となりますので、お早めにお申込
　みください。
　　❶郵便番号、住所、電話番号　❷氏名、性別
　　❸生年月日、年齢　❹勤務先または学校名
　　❺希望集合場所　　 （役職名または学級名なども記入願います）
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内「茨城空港見学会」担当
　　☎48－1111　内線1171
　　FAX48－1199
    　電子メール　https://www.task-asp.net/cu/eg/lar082368.task?app=200800029
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html
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地域社会への貢献と信頼

代表取締役　島田　裕一

〒319-0126　小美玉市大谷790-21
TEL:0299-36-8822　FAX:0299-36-8823
E-mail:toho@ibaraki.email.ne.jp

建 設コン サル タント登 録
測 量 業 登 録
補 償コン サル タント登 録

健 1 5 号 第 7 9 8 8 号
第 （ 2 ） 2 2 0 2 2 号
補 1 5 第 4 2 5 6 号

広報おみたま　平成 20 年 12 月 11 日
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　10 月 5 日（日）、小川南中学校・小川高校体育館で
第 3 回小美玉市家庭婦人バレーボール大会が開催され
ました。総勢 17 チームの参加があり、激戦が繰り広
げられました。

　市民文化祭開催中の 11 月 16 日に、生涯学習センターコスモスのイベ
ント会場としみじみの家で、小美玉市子ども会育成連合会主催による「お
みたまこどもまつり 2008」が開催されました。
　今回は、各種協力団体による「ちゃれんじ広場」や「あった
か★やたい村」では、盛りだくさんの体験教室が行われ、手
作りのゲームに熱中する子どもたちの姿がみられました。ま
た、最後に豪華景品が当たるお楽しみ大抽選会が行われ、番
号が読み上げられるたびに大きな歓声が上がり、小雨にもか
かわらず、多くの人出で賑わいました。

　生涯学習センターコスモスでは、市民の皆さんの経
験や技能を地域活動に生かしていただく「リーダーバ
ンク登録」と「生涯学習出前講座の実施」を推進してい
ます。
　バンク登録団体の、みのりマジッククラブ（宇都宮
金米代表）は各地区の催しで大活躍しています。10 月
26 日に下吉影古新田地区敬老会、11 月６日には上合
地区敬老会でマジックを披露しました。
　また話し方教室（中根良子代表）は、11 月 25 日に羽
鳥小学校第６学年の国語の授業（狂言教室）に参加し狂
言「附

ぶ す

子」の一部を演じました。
　生涯学習センターコスモスは、“あなたの手を借り
たい誰か”と“誰か
を手助けしたい市
民（あなた）”のコー
ディネートを行っ
ていますので、ぜ
ひご活用ください。

豪華景品をゲットだ！（おたのしみ大抽選会） ゲームにチャレンジ!!（ちゃれんじ広場） 「わたづくり」や「はたおり体験」（げんきっこ体験教室）

大好きな食べ物がたくさん！
（あったか★やたい村）

平成 20 年 12 月 11 日　広報おみたま

生涯学習インフォメーション生涯学習インフォメーション

第3回
小美玉市家庭婦人
バレーボール大会結果

第3回
小美玉市家庭婦人
バレーボール大会結果

第3回
小美玉市家庭婦人
バレーボール大会結果

第3回
小美玉市家庭婦人
バレーボール大会結果

優 勝
KIRARA

準優勝
ドリーム



□ なんとなく運動は苦手・面倒だと思う反面、最近お腹周りが気になる
□ 運動不足だし何かしなければと思っている
□ 20歳の頃より体重が10kg増えた
□ 運動をしているのにあまり効果が出ないので、効果的に脂肪を減らす方法を
　 学びたい
□ いつまでもしなやかで若々しい身体でいたいと思う

チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う １つでも当てはまったら・・・教室に参加しましょう！！１つでも当てはまったら・・・教室に参加しましょう！！
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しなやかで引き締まった
身体づくりを始めましょう
～動きやすく・疲れにくい引き締まった身体づくり～

運動教室
参加者募集
今年度最終!!

　いきなりウォーキングや筋力トレーニングをしても、疲れが残ってしまったり効果が出にくくあきてしまった
りと長続きしないことがあります。正しいストレッチや筋力づくりを実践すると、身体を動かすことが楽になっ
たり、生活の中でも動きが大きくなるので、同じ動きをしていても痩せやすくなります。『身体しなやかコース』
はストレッチ中心・『引き締めコース』は筋力づくり中心の運動を行いますので、一緒に基礎から学んでみませんか。
　運動初心者の方でも基本をしっかり行いますので安心です。普段ウォーキング等をされている方は、ウォーキ
ング前後の正しいストレッチと筋力づくりを行うことで、今までより効果が出やすくなりさらに楽しく運動でき
るようになります。運動不足を感じている方や健康のために何かしなければと思っている方も、思い切って参加
してみませんか。
　しなやかで引き締まった身体は皆の憧れ。2 つのコースで快適で素敵な身体づくりをはじめましょう。

■ 定　　員　　各コース 20 人（40 歳～69 歳の方。初めての方を優先とさせていただきます。）
　　　　　　　※現在治療中の方は主治医の運動許可が必要です
■ 申込期間　　1月 6日（火）～ 16日（金）（定員になり次第締切ります）
■ 申込み・問い合わせ　　四季健康館 健康増進課　☎４８－０２２１　内線 4004・4015
　　　　　　　　　　　　 土日・祝日を除く平日　午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分

日程　2月 4 日（水）午前
　　　2月10日（火）午前
　　　2月25日（水）午前
　　　3月 3 日（火）午後
会場　四季健康館
講師　健康運動指導士・管理栄養士
　　　菊池　嘉代子　先生
内容　簡単にできるストレッチ
　　　リンパマッサージ
　　　フットマッサージ  等

〈身体しなやかコース〉
日程　3月 4 日（水）午前
　　　3月11日（水）午前
　　　3月17日（火）午後
　　　3月24日（火）午後
会場　四季健康館
講師　健康運動指導士・管理栄養士
　　　菊池　嘉代子　先生
内容　簡単にできる筋力づくり
　　　リンパマッサージ
　　　基本のストレッチ  等

〈引き締めコース〉

午前：9時30分～11時 30分、午後：1時～3時
※2コースとも参加されると、よりよい効果が期待できます。

　11月27 日（木）に発行した「広報お知らせ版 12 月号」P10 の「年末年始の水道業務案内」に誤りがありました。下記のとおり
訂正してお詫び申し上げます。
 年末年始の水道業務案内（小川・美野里地区の方へ）
○ 年末年始における水道の使用開始・中止の申込みなどの受付については、年末は12月26日（金）までとなります。年始は、1

月5日（月）から平常どおりの業務となります。なお、当日受付の開閉栓業務はお受けできませんので事前にご連絡ください。
○ 水道料金等のお支払いは、最寄りの金融機関およびコンビニエンスストアをご利用ください。 なお、コンビニエンスストア

でのお支払の場合、納入期限切れの納入用紙はご使用できませんので事前に水道局へ再交付の請求をしてください。
○ 年末年始に家庭内の水道で修理が必要な場合は、市指定水道工事業者まで連絡してください。（修理費用は、ご負担いただ

くことになります。）
○玉里地区は、湖北水道企業団（☎２４－３２３２）へお問い合わせください。

広報おみたま　平成 20 年 12 月 11 日
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大　

平　

勇　

次

　

さ
ざ
ん
か
に
か
ら
ま
り
伸
び
し
ム
ベ
の
つ
る
風
立
つ
朝
は
宙
に
ゆ
れ
い
る　

　
　
　
　

藤　

井　

と
り
子

　

間
を
お
き
て
鳴
く
牛

う
し

蛙
が
え
る

お
だ
や
か
に
流
れ
る
川
を
わ
が
覗の

ぞ

き
み
る　

　
　
　
　
　
　
　

白
根
沢　

清　

香

　

早
朝
の
け
や
き
通
り
に
お
ど
ろ
き
ぬ
二
羽
の
雀
を
烏

か
ら
す

追
い
い
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

菊　

地　

道　

子

　

ち
び
筆
に
絵
具
に
じ
ま
せ
淡
く
書
く
朝
顔
一
つ
葉
書
は
み
出
す　

　
　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

充み
つ　

孝の
り

み
の
り
短
歌
教
室

　

餌
を
ね
ら
う
蟷か

ま

螂き
り

追
え
ば
斧
立
て
て
羽
音
残
し
て
闇
に
消
え
ゆ
く　

　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

豊　

子

　

次
々
と
草
花
の
種
と
り
て
干
す
来
年
生
き
い
る
証

あ
か
し

な
け
れ
ど　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　

行
き
す
ぎ
て
戻
り
て
眺
め
手
に
と
り
て
輪
島
塗
盆
一
つ
購

あ
が
な

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

英　

子

　

航
空
祭
間
近
か
と
な
り
て
爆
音
の
ひ
び
く
真
昼
に
機
影
は
見
え
ず　

　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

残
照
の
野
辺
は
冷
え
つ
つ
た
そ
が
れ
て
里
の
家
々
灯

あ
か
り

を
点
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

ま　

さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
れ
ゆ
く
雲
に
紅
さ
す
暮
の
秋　

　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕
映
え
に
風
受
け
白
く
帆
引
船　

　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
吊つ

る

す
昔
な
つ
か
し
軒
の
先　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰯
雲
染
め
て
筑
波
の
大
入
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
文
祭
常と

こ
よ世

の
国
は
秋
深
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

平成 20 年 12 月 11 日　広報おみたま
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現
在
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
コ

ス
モ
ス
で
、
福
祉
に
っ
こ
り
ま
つ

り
や
こ
ど
も
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る

際
、
臨
時
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
空
き
地（
通
称
権
現
山

駐
車
場
）は
、
も
と
も
と
4
基
の

古
墳
が
あ
り
、
平
成
2
年
に
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発

掘
調
査
で
、
実
は
、
そ
れ
ま
で
の

茨
城
県
や
霞
ヶ
浦
沿
岸
域
の
歴
史

を
塗
り
替
え
る
よ
う
な
大
き
な
発

見
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

4
基
の
古
墳
の
う
ち
、
権
現
平

2
号
墳
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
が

そ
れ
で
す
。

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
権
現
平
2
号
墳
の
出
土
品

は
、
現
在
、
参
考
展
示「
南
関
東

と
の
交
流
」に
て
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
こ
こ
か
ら
出
土
し
た

土
器
2
点
は
玉
里
史
料
館
に
て

常
設
展
示
さ
れ
て
も
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

参
考
展
示

　

 「
南
関
東
と
の
交
流
〜
農
耕
社

会
へ
の
道
の
り
〜
」

会　

期

　

12
月
21
日
（
日
）
ま
で

会　

場

　

 

小
美
玉
市
玉
里
史
料
館
（
小
美

玉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

関
連
行
事

　

 

12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分　

展
示
解
説
会

　

こ
れ
は
方
形
周
溝
墓（
ほ
う
け

い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ
）と
呼
ば
れ
る

古
墳
時
代
の
初
め
ご
ろ
の
古
墳
で

す
。
方
形
周
溝
墓
自
体
は
弥
生
時

代
に
近
畿
地
方
で
出
現
し
、
後
、

南
関
東
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
茨

城
に
は
そ
の
後
の
古
墳
時
代
に

な
っ
て
導
入
さ
れ
る
首
長
墓
で
あ

り
ま
す
。
一
辺
が
20
ｍ
を
越
す
大

形
の
も
の
で
、
発
掘
当
時
は
県
内

で
最
大
級
の
も
の
で
し
た
。
こ
の

権
現
平
2
号
墳
の
特
徴
は
、
土
器

の
特
殊
性
と
副
葬
品
の
豊
富
さ
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
が
多
々
出
土
し
、
専
門
家
や

関
係
者
の
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
土
器
で
す
が
、
多
く
の
土

器
が
出
土
し
た
な
か
、
東
海
地
方

の
影
響
を
著
し
く
強
く
受
け
た
土

器
が
出
土
し
た
の
で
す
。
茨
城
の

場
合
、
古
墳
時
代
に
は
南
関
東
な

ど
の
他
地
域
か
ら
、
人
や
文
化
、

新
し
い
技
術
が
移
っ
て
き
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ

の
権
現
平
2
号
墳
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
る
ま
で
は
、
一
部
、
東

海
地
方
や
畿
内
地
方
、
北
陸
地
方

の
も
の
が
出
て
ま
し
た
が
、
圧
倒

的
に
南
関
東
の
も
の
が
多
く
、
そ

れ
ら
の
地
方
の
も
の
は
、
南
関
東

の
人
た
ち
を
経
由
し
て
、
茨
城
に

入
っ
て
き
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
権
現

平
2
号
墳
で
東
海
地
方
の
土
器
が

中
心
に
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
南
関
東
だ
け
で
な
く
東
海

地
方
の
人
た
ち
も
、
こ
の
霞
ヶ
浦

の
地
に
移
り
住
ん
で
き
て
お
り
、

そ
の
中
か
ら
、
初
期
の
有
力
首
長

が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
す
。

　

古
墳
時
代
の
幕
開
け
が
、
主
に

南
関
東
か
ら
移
住
し
て
き
た
人

た
ち
が
契
機
と
な
っ
て
、
な
さ
れ

た
と
思
わ
れ
て
き
た
茨
城
の
歴
史

を
、
ま
さ
に
塗
り
替
え
る
よ
う

な
調
査
成
果
で
、
当
時
は
大
変

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
副
葬
品
の
豊
富
さ
も
、
他

の
方
形
周
溝
墓
と
比
べ
、
群
を
抜

い
て
い
ま
し
た
。
普
通
、
数
個
体

の
土
器
し
か
出
て
こ
な
い
の
で
す

が
、
権
現
平
2
号
墳
の
場
合
、
勾

玉
、
管
玉
と
い
っ
た
玉
類
を
は
じ

め
、
グ
リ
ー
ン
タ
フ
と
い
う
石
を

打
ち
欠
い
た
も
の（
剥
片
）や
、
紡

錘
車
形
石
製
品
の
破
片
な
ど
、
多

種
類
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
の
で

す
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
霞
ヶ

浦
に
最
初
に
誕
生
し
た
有
力
首
長

の
墓
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ず
疑
い

よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

権
現
平
2
号
墳
は
、
霞
ヶ
浦

を
見
下
ろ
す
高
台
の
上
に
あ
り

ま
す
。
当
時
の
水
上
交
通
の
拠
点

を
掌
中
に
お
さ
め
、
多
く
の
物
資

や
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で

き
た
人
物
が
、
こ
の
地
に
最
初
に

誕
生
し
た
有
力
な
首
長（
豪
族
）と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
そ
の
人
も
ま
た
、
舟
で
は
る
か

遠
い
地
か
ら
、
こ
こ
に
た
ど
り
着

い
た
開
拓
者
の
長
で
あ
っ
た
の
だ

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

  

生
涯
学
習
課　

☎
２
６
―
９
１
１
１
】

（
次
回
の
掲
載
は
２
月
号
で
す
）

権ご
ん

現げ
ん

平だ
い
ら

２
号ご

う

墳ふ
ん

常設展示されている、権現平2号墳から出土した土器
（東海地方の土器の影響が強く出てます）

管玉 勾玉

グリーンタフ製の剥片

紡錘車形石製品の破片

現在、展示されている権現平2号墳出土土器

広報おみたま　平成 20 年 12 月 11 日
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美
玉
市
の
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史
を
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ろ
う
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茂
も　ぎ

木　悠
はる

樹
き

ちゃん
（平成 19年 2月 19日生）
◆ 車のおもちゃで遊ぶのが大好きで
す。最近は電車に乗ったり、見た
りすることに興味を持っています。
思いやりのある子に育ってね。

松
まつ

本
もと

　梨
り

央
お

ちゃん
（平成 19年 8月 6日生）
◆ 好奇心旺盛。いたずら大好き、お
てんば娘です。みんなから愛され
るやさしい子に育ってね。

1月1日・2日・3日・4日・11日・12日
◆受付　午前9時～11時30分　午後1時～3時30分

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時
　（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
 外　　　科

1月1日・2日・3日・4日・10日・11日・12日
◆受付　午後7時～10時30分

休日診療当番医(外科・歯科)

緊急診療所（内科・小児科）

1月1月

1月1月緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休　日

夜　間

1
2
3
4
11
12

日

 歯　　　科日

斉藤病院 （石岡市） ☎(26)2131
石岡循環器科脳神経外科病院 （小美玉市） ☎(58)5211
石岡市医師会病院 （石岡市） ☎(22)4321
友部整形外科 （石岡市） ☎(26)2339
関クリニック （石岡市） ☎(23)8300
田中クリニック （石岡市） ☎(23)2288

みやざき歯科医院　　（かすみがうら市） ☎(029)898-3636
深谷歯科医院　　　　（かすみがうら市） ☎(029)898-3738
ひかり歯科医院　　　（かすみがうら市） ☎(029)833-1060

1
2
3

林
はやし

　勇
ゆう

雅
が

ちゃん
（平成 19年 6月 29日生）
◆  2 人のお兄ちゃんが大好きな、3
人兄弟の末っ子 !! 誰からも愛され
る優しい人に成長してほしいです。

ご近所の底力大賞顕彰大会でご近所の底力大賞顕彰大会で
「住みよい堅倉地区をつくる会」が 奨励賞を受賞「住みよい堅倉地区をつくる会」が 奨励賞を受賞

　

10
月
28
日
、
県
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た

「
ご
近
所
の
底
力
大
賞
顕
彰
大
会
」（
大
好
き
い

ば
ら
き
県
民
会
議
主
催
）に
お
い
て
、
住
み
よ

い
堅
倉
地
区
を
つ
く
る
会（
堅
倉
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）が
地
域
づ
く
り
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
・
活
性
化
に
寄
与
し
、
他
の
模
範
と
な
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
優
良
団
体
を
表
彰
す
る

こ
と
に
よ
り
、
活
動
意
欲
の
高
揚
と
県
民
運

動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
28
団
体
の
応
募
の
中
か
ら
一
次
審
査

を
通
過
し
た
8
団
体
が
大
会
当
日
の
2
次
審

査
に
進
み
、
活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
堅
倉
地
区
を
つ
く
る
会
は
、
平

成
13
年
か
ら『
自
分
た
ち
の
公
園
を
つ
く
る
』

と
い
う
意
思
の
も
と
実
施
し
て
い
る
里
山
公

園
造
成
・
維
持
管
理
事
業
で
、
憩
い
と
ふ
れ

あ
い
の
場
づ
く
り
か
ら
広
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
堅
倉
小
学
校
区
の
住
民
約
7
、

3
0
0
名
を
会
員
と
し
て
構
成
す
る
住
民
組

織
で
、
お
互
い
が
協
力
し
て
、
明
る
く
楽
し

い
連
帯
感
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
平

成
11
年
7
月
に
設
立
さ
れ
、
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
岩
会
長
と
早
瀬
副
会
長
が
発

表
し
た
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
て
、
会
場

の
審
査
員
や
来
場
者
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ

ん
の
称
賛
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
を
契
機
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

奨励賞を受賞する「住みよい堅倉地区をつくる会」
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